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 じゅりな「おらあ♪」

 ぁゅか　「おらあ♪」

 じゅりな「なーに勝手に股閉じてんだコラー」

 ぁゅか　「だーれがチンポ萎えさせろっつったオラー」　

 じゅりな「ウチら地元仕切ってるからぁ」

 ぁゅか　「反抗的な奴はその場で処刑なぁ」

 じゅりな「あーん？　あんだぁ？　その目はよお！」

 ぁゅか　「まーだ自分の立場が分かってないよーだなー」

 じゅりな「おらあ♪」

 ぁゅか　「おらあ♪」

 じゅりな「ぼっこぼっこがっしぼっこ！」

 ぁゅか　「ばきっばきっどこおぼこお！」　

 じゅりな「うっわｗ　コイツよっわｗｗ」

 ぁゅか　「ウチら1ミリも本気出してないんですけどぉｗｗ」

 じゅりな「おらあ♪　まだやんのかこらあ♪」

 ぁゅか　「んー？　まだ痛い目みたいかー？　んー、コラ？」

 じゅりな「ぎゃはははあｗ　コイツちびってるしｗｗ」

 ぁゅか　「うっわｗｗ　だっさｗｗ　きっもｗ　はっずｗ」

 じゅりな「オマエは今からウチらのハメ奴隷♪　わかった？」

 ぁゅか　「残りの一生、ウチらのマンコにチンポでパシり続けんのが仕事な～」

 じゅりな「くらああ！　返事はぁ！？」

 ぁゅか　「おうおう！　まーだ教育が足りねーみてーだなー！」

 じゅりな「どごおお！　どごおお！！　ばぎいい！！」

 ぁゅか　「ゴツッ゛！　ゴンッ゛！　　…ドグチャッ゛！！」

 じゅりな「ったっく馬鹿の躾けは手間が掛かるぜぇい」

 ぁゅか　「ウチらぁ、マージでガチ系だかっよ。そこらへん夜露死苦。」

 じゅりな「あっりー？　こーいつ動かねーぞ？」

 ぁゅか　「うっそマジ！？　あんだけ手加減したのに？」

 じゅりな「まあ、いいべ。　とーりあえず山ぁ運んどこかぁ」

 ぁゅか　「死んでりゃ埋めるだけだしな～　でも、生きてたら♪」



 じゅりな「楽しい楽しいオチンポカーニバルだなぁｗｗｗ」

 ぁゅか　「へっへっへｗｗ　マンコがうずくぜえｗ！！！」

 じゅりな「それじゃ、早速ハイ〇ースすっか♪」

 ぁゅか　「うひーー。　コイツ勃起してやがるｗｗ」

 じゅりな「ぎゃははｗｗｗ　今更遅いっつーのｗｗｗ」

 ぁゅか　「ああ、やっべ♪　山まで我慢できねーかもｗｗ」

 じゅりな「わかるわかるｗ　わかりみ深（ふけ）ーわｗ」

 ぁゅか　「ウチってば今日こそ死姦デビューできっかも♪」

 じゅりな「それな！」

 ぁゅか　「んじゃあ、荷台積むか～」

 じゅりな「おけー♪」

 ぁゅか　「そんじゃ♪」

 じゅりな「せーの♪」

 ぁゅか　「せーの♪」

 じゅりな「どさっ」

 ぁゅか　「どさっ」



 01.恫喝手コキ

 じゅりな「おらあ！　チンコ出して土下座ぁ！！！」

 ぁゅか　「誰が萎えていいっつったあーーー！！！」

 じゅりな「バカヤロー！　ウチらが勃起させろっつたらフル勃起だよ！！」

 ぁゅか　「ハメる気ねのか！！　殺すぞコラぁ！！」

 じゅりな「よーし、やれば出来るじゃねーか？　ちゃんと勃起出来るよなあ？」

 ぁゅか　「なら最初っからチンポ立たせろやぁ！」

 じゅりな「オマエ、舐めた態度取ったから罰ゲームな。」

 ぁゅか　「おらあ！！　何逃げようとしてんだぁ！！！」

 じゅりな「ウチら最強だかっよ。　逃げれるとかありえねーからぁ！」

 ぁゅか　「おらあ！　教育だぁ！教育ぅ！！」

 じゅりな「どごおお！　　どごおお！！　　腹パンどぼおお！！！！」

 ぁゅか　「ばきい！！　ばきい！！！　サッカーボールキックずごお！！！！」

 じゅりな「なーに寝たふりしてんだコラ♪」

 ぁゅか　「言っとくけど、ウチらマジ切れしたらこんなもんじゃすまねーから♪」

 じゅりな「おやおや♪　無防備チンポガラ空き～ｗｗ」

 ぁゅか　「ブサメンの癖に可愛いチンポしてんじゃねーか♪」

 じゅりな「じゃあ、まずは誠意見せて貰おうかな～？」

 ぁゅか　「おらあ！　誠意見せろや！！」

 じゅりな「ばーか♪　カネじゃねーよｗｗ」

 ぁゅか　「後でケツ穴エンコ―させっから、カネはそん時でいいぞ。」

 じゅりな「あー、そーゆーのいいから。　とぼけるフリとかいらねーしｗ」

 ぁゅか　「わかってんだろおｗｗ？」

 じゅりな「男の誠意っつったらチンポしかねーだろが？」

 ぁゅか　「ザーメンだよザーメン！　精子の飛び方見たら、男の誠意とか一発でわかるか
 ら！」

 じゅりな「レイプ前は手コキで精子チェック、じょーしきじゃん？」

 ぁゅか　「ほーら、腰を浮かしながらフリフリしまちょーねーｗｗ」

 じゅりな「まだ痛みがたりねーか？　コラ。」

 ぁゅか　「よーし、ウチらにチンポ突き出せ。」

 じゅりな「もっと！！　ちゃんとチンポ出せやあ！！！」

 ぁゅか　「なめてっとぶっ殺すぞお！！！！」



 じゅりな「よーし、いい動きだ。」

 ぁゅか　「オマエは一生チンポ奴隷♪　ウチらのセックス便所確定だからあｗｗ」

 じゅりな「おーおーｗｗ　チンポは正直じゃねーかｗｗ」

 ぁゅか　「おいおいｗｗｗ　さっきまでの威勢はどうしたあｗｗｗ」

 じゅりな「だっさあｗｗ　コイツ自分で腰振ってるしｗｗ」

 ぁゅか　「何だぁ、今からレイプされるのがそんなに楽しみかぁ？」

 じゅりな「嘘つけやあ！！　　チンポ汁垂らしまくってるじゃねーかｗｗｗ」

 ぁゅか　「うっわー　最低の肉便器体質だな。」

 じゅりな「オマエのケツ穴、ウチらのマンコよりヒクついてんじゃねーかｗ」

 ぁゅか　「どうだぁー　ウチらの手コキは気持ちいーのかー？」

 じゅりな「早く精子見せろやｗｗ」

 ぁゅか　「気持ちいいんだよなぁ？　コラ♪」

 じゅりな「おらあ♪　キモチいいのかぁｗ？　こんなのがいいのかあ♪」

 ぁゅか　「コイツ手コキ如きでギャン泣きしてるしｗｗ」

 じゅりな「逃げ場なんてねーよ、馬鹿ｗｗ　オマエ一生チンポ奴隷だからｗ」

 ぁゅか　「あれれ～？　嫌嫌言っても下のお口はクパクパしてるじゃねえかｗｗ」　

 じゅりな「ほーら、しこしこしこ～♪　まずは精子見せろやｗ」

 ぁゅか　「おらあ!  いいのかあ？　ここがいいのかあ？」

 じゅりな「気持ちいいのかって聞いてんだよ！！」

 ぁゅか　「イク時はイクって言えよ！　殺すぞ！」

 じゅりな「おーやーおーやーwww 意外とーwww」

 ぁゅか　「コイツ弱すぎｗｗｗ」

 じゅりな「こんなのがいいんだ♪　キモチイイのはこれからだぞ～ｗｗ」

 ぁゅか　「ウチらにレイプされた奴はみんなギャン泣きして発狂するから♪」

 じゅりな「この程度の手コキで完堕ちとかやめてね～ｗｗｗ」

 ぁゅか　「おいおいおいおいｗｗｗｗ　コイツ即堕ちアへ顔してるしーーーｗｗｗ」

 じゅりな「うっわぁｗｗ　うっわあｗｗ　オマエ最短記録だわぁｗｗ」

 ぁゅか　「たっはーーーｗｗｗ　ダサすぎいｗｗｗ　コイツプライドないわけｗｗｗ」

 じゅりな「やっべ、ここまで弱いと逆にそそるわぁ」

 ぁゅか　「わかるわかる、ウチ今、マンコ全開だしｗｗｗ」

 じゅりな「超うけるーーーｗｗｗｗｗｗ」



 ぁゅか　「ぎゃははははははｗｗｗｗｗｗ」

 じゅりな「ねえｗ　オマエ、何一仕事終わったみたいな顔してんの？」

 ぁゅか　「その程度のチョロチョロザーメンでウチが納得するとか思ってる？」

 じゅりな「もっと派手に大噴火させてくんないかな？」

 ぁゅか　「せっかくカメラ回してるんだから、派手な絵面欲しいよね?」

 じゅりな「テメーの都合なんて知らねーんだよｗｗ　精子飛び散らせろっつてんだよ?」

 ぁゅか　「ザーメン飛ばせてウチらぁ二人の顔にぶっかけろや?」

 じゅりな「あーわかるわかる?　顔に精子付いたらマンコスイッチ入るよな?」

 ぁゅか　「それな?　あの匂い嗅いだ瞬間、身体が勝手に鬼ハメしてるべ?」」

 じゅりな「あっれーｗｗｗ　なんかコイツ必死で腰振ってね？」

 ぁゅか　「あんだぁ～？　オマエ、ウチらのマンコスイッチ押したいのかぁかあ～ｗｗ」

 じゅりな「っぷｗ　手コキ如きでな～にマジになってんだか?

 ぁゅか　「超ウケるｗ　オマエイクのか～ｗ　はえ～よｗｗ」

 じゅりな「コイツｗ　ウチらのお手手マンコがよっぽど気に入ったみたいだな?」

 ぁゅか　「おらあ公衆便所?　オマエがハマんのは下のマンコだっつーのｗｗ」

 じゅりな「ウチらの手ぇ見ただけで、ションベン漏らすように改造してやっから?」

 ぁゅか　「おい便所?　オマエは逆流お漏らし便所確定な♪」

 じゅりな「一生ションベンとザーメン垂れ流しとけや?」

 ぁゅか　「その分、ケツ穴には色んな蓋してやっからよ?」

 じゅりな「オマエのケツ穴はチンポ用便所なｗｗｗ」

 ぁゅか　「一発10円で貸し出すべ?」

 じゅりな「せめてヤニ代くらいは稼げよ～ｗｗｗ」

 ぁゅか　「うっおｗ　コイツ、ケツ穴痙攣させてっしｗｗｗ」

 じゅりな「ぎゃははｗｗｗ　ホモかよーーｗｗ　なに？　そんなにチンポぶちこまれたい
 の？」

 ぁゅか　「オマエケツマンコびしょ濡れじゃんｗ　女でもこんな奴いねーぞｗｗ」

 じゅりな「んじゃあオマエのチンポはウチらの便所?」

 ぁゅか　「ケツ穴はみんなの為の公衆便所ってことでｗｗ」

 じゅりな「ギャハハハｗｗ　忙しくなりそうだなああ?」

 ぁゅか　「長持ちしろよ～　円光奴隷クン?」

 じゅりな「おいケツ穴便所！　ザーメン飛んでこねーぞｗｗ」

 ぁゅか　「はー、つっかえｗｗ　顔だけじゃなくってチンポもブサイクなのかぁ？」



 じゅりな「空気読めや雑魚が！　ウチらさっさと手コキ終わらせてマンコキしてーんだわ
 。」

 ぁゅか　「くらぁ?　とっとと射精しろや?　裏サイでバズれねーじゃねーか?」

 じゅりな「オマエのブサイクアへ顔もう飽きたわ。」

 ぁゅか　「おらあ　早くぴゅっぴゅせーや?」

 じゅりな「オマエがちんたらしてっとウチらのオマンコタイムが減るんだよ?」

 ぁゅか　「トロいことしてっとこの山に埋めんぞ！」

 じゅりな「あっはｗｗ　今チンポびくってしたしｗｗ」

 ぁゅか　「こいつまーじでドエムだな～ｗｗｗ」

 じゅりな「こっちは優しくしてやりたいのによｗｗ」

 ぁゅか　「オマエは苛められないとピュッピュ出来ないんだもんな～ｗｗｗ」

 じゅりな「おらあ！！！　　早く出せやぁ！！！　ブチ殺すぞお！！！」

 ぁゅか　「おらッ！　10秒以内に射精せいや！！」

 じゅりな「テメー遅漏かぁ！　使えねーならバラして埋めっぞー！」

 ぁゅか　「くらぁ！　便所の分際で勿体付けてんじゃねーよ！」

 じゅりな「とっとと出せや！　ザーメン以外には用が無いんだよ～?」

 ぁゅか　「ん～　感じてんのか？　恫喝手コキで感じてんのかーｗｗ」

 じゅりな「気持ちいいならちゃんと気持ちいいって言えよッ」

 ぁゅか　「おらあ?　気持ちいいのかって聞いてんだよぉ」

 じゅりな「おいｗ　オマエの亀頭びしょびしょじゃねーかｗｗｗ」

 ぁゅか　「んー？　もっと欲しいのかー？　チンポ苛めて欲しいのかー？」

 じゅりな「おらあ、お手手マンコ気持ちいいですって言えよ?　この円光便器?」

 ぁゅか　「うっはｗ　こいつカクカクしながら腰浮いてるしｗｗ」

 じゅりな「ん？　イク？　もうイクのか？　恫喝手コキでぴゅーぴゅーイクのか？」

 ぁゅか　「おやおやーｗ　お手手マンコにお精子ぴゅっぴゅしちゃうんでちゅか～？」

 じゅりな「おらー?　射精すんのかって聞いてんだよ?」

 ぁゅか　「どうなんだコラ?　軽く小突いたくらいでなーに痙攣してんだか?」

 じゅりな「あー?　チンポの先っちょが気持ちいいんだぁ?」

 ぁゅか　「ふっ?　ふっ?　手マンコいっぱい汚していいからね?」

 じゅりな「おらあ　イケッ　イケッ　マゾ便所?」

 ぁゅか　「オチンポしごかれていけぇ?　負け犬精子漏らせぇ?」

 じゅりな「イキたい？　いっぱいイキたい？　いっぱいイキたいのぉ？」



 ぁゅか　「出ちゃうねぇ　出ちゃうねぇ　白いおしっこぴゅーぴゅーでちゃうねぇ?」

 じゅりな「ほらっ　ほらっ　ほらっ　便所は便所らしく惨めに射精しろ?」

 ぁゅか　「抵抗しても無駄だから?　オマエのチンポなんて思い通りだから?」

 じゅりな「あはっ?　あはっ?　こんな言いなりチンポ『ぴゅー』だよねぇ?」

 ぁゅか　「ほーんと弱い奴ｗｗｗ　　はいぴゅっぴゅｗ」

 じゅりな「はい　ぴゅっぴゅ?」

 ぁゅか　「もっと出しちゃおっか？」

 じゅりな「ほーら残りもぴゅっぴゅぴゅーーーーｗｗｗ」

 ぁゅか　「この便所、つまりが治ったじゃん?」

 じゅりな「おいセックス便所、わかったか?」

 ぁゅか　「オマエのチンポこれからウチらのモンだかっよ?」

 じゅりな「便所は便所らしく、命令された時だけジャージャー言ってりゃいいんだよ?」

 ぁゅか　「これからセックス前には必ず手コキアクメさせっから?」

 じゅりな「ウチらの命令なしじゃ射精出来ない体にしてあげるね?」

 ぁゅか　「手コキ調教なしじゃ生きられなくなるぞ、オマエ?」

 じゅりな「いしししししし～」

 ぁゅか　「いしししししし～」

 じゅりな「さーて、そんじゃあメインディッシュ行くか?」

 ぁゅか　「楽しい楽しいオチンポカーニバルの時間だぜ?」



 02.和姦偽装チェキ

 じゅりな「おーし、股ぁ開けや。　　全開な～♪」

 ぁゅか　「うひひー　いい角度で勃起してんじゃん?」

 じゅりな「おらあ?　ちんぐり返れっつてんだよー?」

 ぁゅか　「はーい♪　ひくひくケツマンコ丸出し～♪」

 じゅりな「おっしゃあチェキるぜぇ?」

 ぁゅか　「横ピ決めんべ♪　横ピ決めんべ♪」

 じゅりな「おらあ糞雑魚便所ぉ?　おめーもポーズとれやぁ?」

 ぁゅか　「いしししｗｗｗ　　笑顔たんねーぞ、コラ?」

 じゅりな「コイツパニくってるしｗｗｗ」

 ぁゅか　「ハメ撮り如きでなーにビビってんだかｗｗｗ」

 じゅりな「はーい?　みんな笑って～?」

 ぁゅか　「いつもニコニコスマイル全開～?」

 じゅりな「チェキ～?」

 ぁゅか　「チェキ～?」

 じゅりな「はい和姦確定～?」

 ぁゅか　「はい和姦確定～?」

 じゅりな「ギャハハハｗｗｗｗ　最高のアングルっしょ?」

 ぁゅか　「バズったらオマエにチェリオ奢ってやっよ?」

 じゅりな「オマエのさっきの顔?　結構可愛く撮れてんじゃん?」

 ぁゅか　「どーみてもトリプル恋人のラブラブ深夜ドライブだべ?」

 じゅりな「ウチとぁゅはレズりまくりの魂のソウルフレンドだかっよ??　混ぜて貰えるな
 んて幸せモンだよー?」

 ぁゅか　「契り結んで幾星霜だかんな??　数えきれないレイプじゅりなndウェイを繰り返
 してきたぜ??」

 じゅりな「ほーりつなんてチョロいからよぉ?　和姦写メ一枚あるだけでレイプ三昧よ♪
 」

 ぁゅか　「輪姦すのに飽きて山ぁ埋めても、まあ和姦っしょ?」　

 じゅりな「おーし使い捨て便器クン?　念のためもう一枚写メっとくか?」

 ぁゅか　「おらぁ?　なにキャンキャン泣いてんだｗｗｗ」

 じゅりな「こんな山奥に助けなんて来るわけねーだろｗｗｗｗ」

 ぁゅか　「いしししっｗ　泣き顔そそるッ?」

 じゅりな「逆にマンコがフル勃起するっつーの?」



 ぁゅか　「ほーら、和姦写メとるよ～　ウチらにチュッチュしな?」

 じゅりな「イケメンスマイル期待してるぞ～?」

 ぁゅか　「ギャハハハハｗｗｗｗ」

 じゅりな「ギャハハハハｗｗｗｗ」

 ぁゅか　「はい、みんなニッコリ～?」

 じゅりな「チェキ～?」

 ぁゅか　「チェキ～?」

 じゅりな「あー、ちょっと目つぶっちゃたかも??」

 ぁゅか　「じゅりなはいつも可愛いって??」

 じゅりな「えー。　ぁゅの方が可愛いよぉ?」

 ぁゅか　「そんなことないってェ??」

 じゅりな「っぷｗ　それにしてもコイツ、泣かせた顔の方がイケてね？　イケてね？」

 ぁゅか　「それなｗｗ　じゃあボコり続けっか?　なあ！　マゾ便所クンｗｗ」

 じゅりな「腫らしたお目目?　そこそこイケてるよ?　chu?」

 ぁゅか　「おっ?　マゾ便所君、いいキス顔するじゃんｗ」

 じゅりな「マジｗ？　やってみやってみｗ　オマエキス顔やってみｗ」

 ぁゅか　「おらあ?　とっととキス顔しろや?」

 じゅりな「うっはｗ　コイツ、マジうけるｗｗｗ」

 ぁゅか　「はいイケメンキス顔ちぇき～?」

 じゅりな「ぎゃはははｗ　後でデコりまくっとくわｗｗ」

 ぁゅか　「オマエの葬式この画像な～ｗｗｗ」

 じゅりな「うぇーいｗｗ　線香ちーんｗｗｗｗ」

 ぁゅか　「あっれ～　コイツケツマンコびしょびしょじゃんｗ」

 じゅりな「うっわｗｗ　きっもｗｗ　えっろｗｗ　何オマエハメ撮りアクメおねだりして
 んの？」

 ぁゅか　「あははっｗ　ねー?　マゾ便所クンはレイプ願望ＭＡＸなんだもんね～?」

 じゅりな「うひひひーｗ　夢が適って良かったじゃ～ん?　いっぱいハメハメしてやるか
 らな～?」

 ぁゅか　「ハメ撮りレイプでアへ顔アクメいーっぱいさせてやっからな♪」

 じゅりな「おっほほｗｗ　コイツ、チンポバキバキじゃんｗｗｗ」

 ぁゅか　「へっへっへ?　誘ってやがるぜ?　この淫乱肉便器が?」

 じゅりな「マジでいい獲物だわ?　ウチのマンコも喜んでるぜ♪」



 ぁゅか　「わかりみわかりみ?　ウチそろそろ産むわ?」

 じゅりな「ギャッハッハッハッハｗｗ」

 ぁゅか　「ギャッハッハッハッハｗｗ」

 じゅりな「んじゃあ、スマイルはこれで十分だな?」

 ぁゅか　「後は楽しい楽しいギャン泣きタイムだべｗｗｗ」

 じゅりな「レイプで男泣かすのたーのしー?」

 ぁゅか　「やっべｗ　マン汁止まんねーし?　マン汁マジ止まんねーし?」

 じゅりな「おっしゃー、チンポこっち向けろ?」

 ぁゅか　「いい子にしてたら普通のレイプで勘弁してやるよ♪」

 じゅりな「だーいじょーぶだいじょうぶ?　痛いのは最初だけだかんな♪」

 ぁゅか　「怖くない怖くないｗｗ　素直に言うこと聞いてりゃ気持ちよくなれるから」

 じゅりな「ウチらの超絶テクで天国見せてやんよ♪」

 ぁゅか　「それとも地獄見せて欲しいかー？　あーコラ?」

 じゅりな「おらあ?　ケツ振れや♪」

 ぁゅか　「ほーらフリフリしまちょーねーｗｗ」

 じゅりな「うっは?　えっろ♪　まーじたまんね?」

 ぁゅか　「ああン♪　やべぇ♪　マジやべえぇ♪」

 じゅりな「はー　マンコキュンキュンだっつーの?」

 ぁゅか　「おらあ?　早くハメろよ♪」

 じゅりな「さいしょウチなー?」

 ぁゅか　「ちょ、待てよ♪」

 じゅりな「ごめん借り1ねー?」

 ぁゅか　「ウチの精子残しとけよぉ」

 じゅりな「はーい、チンポくん♪　おまたせー。　楽しませて貰うから♪」

 ぁゅか　「おい便所。　ウチのザーメン残しとけよー。」

 じゅりな「よーし、こっち向け?　ハメんぞー♪」

 ぁゅか　「痛くなーい痛くなーいｗｗ　オトコノコ君だから我慢出来まちゅよね～♪」

 じゅりな「うっは?　コイツの泣き顔まじそそる♪」

 ぁゅか　「ばーかｗ　ギャン泣きタイムはこれからだっつーの♪」

 じゅりな「ウチらのラブラブダブルマンコでまだまだ絞り尽くしてやるから?」

 ぁゅか　「チンポ許さねーから♪　オマンコツープラトンでアクメ漬けにしてやるよ?」

 じゅりな「うらっ??　逃げてんじゃねーよ?　このマゾチンポ便所が??　うふふふふー



 ??」

 ぁゅか　「無駄無駄??　ちゅッ??　貝合わせマンコ輪姦から逃げれる奴なんかいねーよ
 ?」



 03.オチンポカーニバル　

 じゅりな「いひひッ?　よっこらせっくす♪　　んはあああああ♪」

 ぁゅか　「あ、あ、あ、あぁ～　　いいなぁ　　ウチもチンポ欲しいぃ」

 じゅりな「んおおおおおおッ　これこれこれッ　っはあああああああ！！」

 ぁゅか　「ねえ、コイツのチンポどんな感じコイツのチンポどんな感じ？」

 じゅりな「あひぃ～♪　　うふぇ～♪　　なんかこきじゃみに震えて…　おほっ！」

 ぁゅか　「ああぁ　　ああぁ　　ウチの分もぉ　　ウチの分もぉ」

 じゅりな「あ゛ッ！？　んふううううう！！！　今のよかった今のもう一回ぃ」

 ぁゅか　「はあ　はあ　次ウチ　次ウチぃ　オマンコ我慢できないよぉ?」

 じゅりな「あ゛～　たまんねぇ～　　ち゛ッ　ん゛ッぽ゛ッ　　おほおお～」

 ぁゅか　「早く変わってぇ　早く変わってぇ　がまんできねーって♪」

 じゅりな「まだハメたばっかっしょ　まだハメたばっかっしょ」

 ぁゅか　「いやぁんっていやぁんって　チンポわけてぇ?」

 じゅりな「あきゅうんッ♪　ゆすんじゃねーよ！　
 って、ふおッ！？　ふぶうううおおおッ！！」

 ぁゅか　「あ♪　あ♪　あ♪　あ♪　あん♪　早くぴゅーしてぇ?」

 じゅりな「おひゅううッ！　おひゅッ！！！　　んほほほほひゅッ！！」

 ぁゅか　「ねえ?　いったら交代しよいったら交代しよ?」

 じゅりな「んひふぉッ！？　おほほッ！？　」

 ぁゅか　「あああ…　　ウチもおちんぽ欲しぃょぉ…」

 じゅりな「ｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯ　ｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯ　ｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯ」

 ぁゅか　「ぁぁ…　　しゅごぃ…　　しゅごぃぁぁ」

 じゅりな「ああぁんいやんっ！ｱｯｱｯｱｯｱｯｱﾝｯｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯやぁん」

 ぁゅか　「はぁはぁ　はぁはぁ　はぁぁぁぁ～　　ごくり」

 じゅりな「ｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯｱｯ?　　ﾝ゛ｱｸﾞｳｳｳｳｳｳｳｳｳｳｳｳｯｯ?　ｵﾏﾝｺｲｸﾞｯ！」

 ぁゅか　「ねぇ…　ウチの時もちゃんとガン突きしてねぇ?」

 じゅりな「ぉ……ほぉお…?? ぁっ、ぁ??　あっ? んっ? ふぅっ、あっ?」

 ぁゅか　「ぴちゃぴちゃぺろぺろぺろれろれろ」

 じゅりな「ふあ゛ぁ゛ッ?? ひっぁ゛あッ??　イグッ?? イクッ?イクッ???　おひぃいいッ
 ッ！？??」

 ぁゅか　「はぁ～?　　ふぅ～?　　はぁぁぁあ～?」

 じゅりな「ひぃいッ?? ひゃめ、やっ、やめっ、へぉおッ?? イグイグッ?? イクッゥンッ
 ??」



 ぁゅか　「にゅちょお　にちょおお　　ねちょおおおおお?」

 じゅりな「ッあ゛?? あ゛ーーッッ?? あ゛ッあ゛ッ?　ッォ??? ォ、ぉ??? お゛ッッお゛
 ッ???」

 ぁゅか　「んんぐちゅうう　んじゅろおおおおおお　んじゅぶうう　」

 じゅりな「い゛ッ、お゛ッ?? イグッッ??? ん゛お゛お゛ぉ゛ぉ゛ッッ！！???」

 ぁゅか　「はああああああああぁ～?」

 じゅりな「あああああッ　イッぐうううううううううううううううッ！」

 ぁゅか　「じゃあ次ぁゅの番ねぇ?」

 じゅりな「…んぁぁあ　　っふぅ～～～　　一旦チンポ抜くわ～」

 ぁゅか　「いししし～　ブサメンの癖にいいチンポ持ってんじゃんッ?」

 じゅりな「くあああ～　久しぶりにアへりまくったわぁ?」

 ぁゅか　「おらあ?　なーに一区切りみたいな顔してんだッ?　チンポこっちに向けろやあ
 」

 じゅりな「ふううううう～　　あ～　しあわセックス?　少し寝よっかな?」

 ぁゅか　「ふひひっ　　もう我慢とか無理ッ?　あ～やっべ　コイツがイケメンに見えて
 きた」

 じゅりな「それチンポ補正な?」

 ぁゅか　「んじゃあ?　いただきまんこ～?」

 じゅりな「それ結構子宮に来るから?」

 ぁゅか　「んッ?　んあっはッー?　くっほぉぉ～ッッッ?　あ、これヤベぇ…」

 じゅりな「な？　な？　わかりみの深いチンポだべ？」

 ぁゅか　「あッ?　ちょ?　んほッ?？　んほほッ?」

 じゅりな「あぁ　ぁゅってばしゅごいアへ顔してるゥ…」

 ぁゅか　「あぁん！あぁぁぁぁ！　あぁんっ！ひやぁあん！あぁああっ！」

 じゅりな「ごくり　はーはーはー　ごくり」

 ぁゅか　「んひぃッ！！　ちょッ　待ッ！　あ゛ッ　　あ"っーーーーー！！！！！」

 じゅりな「ぁ・ア・あ・ぁ・ア・あ・ぁ～?　もっとチンポほしぃょぉ…」

 ぁゅか　「ぃ゛　きゃんッ?　しゅ、しゅご…　　のほーーーーーーーーーーッ?　」

 じゅりな「ねぇ　ぉかわりぃ?　じゅりなにもぉじゅりなにもぉ」

 ぁゅか　「ひんっ！んっんん！　ん゛ん゛ん゛ん゛ん゛ん゛ッーーー！！」

 じゅりな「ちゅるちゅるちゅろちゅりちゅる」

 ぁゅか　「ひゃひっ?　ひゃひひぃッ?　んひゃひゃひいいッ！」

 じゅりな「ちろちろちろちろちろちろちゅろろろろれろれろれろぉ～」



 ぁゅか　「くうぅん！んんんんっ！　?ィクッ！！！　?グゥーーーー！！」

 じゅりな「ああぁ…　おまんこくちゅくちゅとまりゃにゃいよぉ」

 ぁゅか　「ふっ、あっ……? にゃぁっ　あひぃ?　やだぁ　やだぁっ……?」

 じゅりな「ねえ?　おかわりちょうだいねぇ?　おかわりちんぽぴゅっぴゅしてぇ?」

 ぁゅか　「やっ、らぁあっ……　っ、んっ、く、っ、んぅっ、ぁっ、あぁっ……?」

 じゅりな「こうたぃ?　こうたぃ?　こっちのオマンコじゅぼじゅぼしてぇ?」

 ぁゅか　「ちょっ?　まっ、ァてぇえ? 　んぃえッ?　 ひぁああっ? あッぐぅううう?」

 じゅりな「はああ！　はああ！　はあああああッ！　がまんできにゃいよぉ?」

 ぁゅか　「あへっ? へひぃいいっ? ゥお゛ぢんぽっ? しゅごっ??　しゅぼぼぉッ?」

 じゅりな「ぐじゅうううううう！！　　じゅぐじゅべじゅぐじゅぼじゅぶ～」

 ぁゅか　「はああああッ??　きしゅっ??　きしゅっ??　ぁゅもキシュしゅりゅうッ??」

 じゅりな「んべェあ…　　ハアハア…　しゃんにんできしゅりゅ？」

 ぁゅか　「しゅりゅ??」

 じゅりな「ぁゅちぁゅち??　」

 ぁゅか　「じゅりなじゅりな??」

 じゅりな「んじゅぷくじゅくじゅろれろじゅろれろーーーーー」

 ぁゅか　「んじゅぷくじゅくじゅろれろじゅろれろーーーーー」

 じゅりな「れろれろれろれろれろれろれろれろーーーーーーん」

 ぁゅか　「ちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅれろーん」

 じゅりな「オマエ、邪魔??　ぁゅと二人でキスりたいからチンポだけ振ってろ??」

 ぁゅか　「あん??　じゅりな強引すぎ??」

 じゅりな「ぁゅち??　ねちょおおれちょおおおおぬちょれろおおおおおお??」

 ぁゅか　「あんッ♪　ぬくちょおおぬれちょおおおべちょれろおおおおお??」

 じゅりな「ちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱ　　ちゅれろんッ??」

 ぁゅか　「む゛ッ??　む゛ッ??む゛ッ??　む゛ッ??む゛ッ??　む゛ッ??　」

 じゅりな「ふもッ??　む゛ッ??　ふもおおおお??　も゛ッ??　も゛ッ??　も゛ッ??　も゛
 ーーーーー??」

 ぁゅか　「むぐッ??　ひーーー　ひーーー　ひーーー　ひーーーーーーーー??　」

 じゅりな「も゛ーーーーー??　　も゛ーーーー??　　も゛ーーーーー??」

 ぁゅか　「ぶーー?　ぶーーーー?　ぶーーー?　ぶもーーーーーーー??」

 じゅりな「────────────────────────」

 ぁゅか　「────────────────────────」



 じゅりな「っぷはああ！！！　はあはあ！！　　はあはあ！！」

 ぁゅか　「っくぐぅぅ～～……ぷはっっ！！　　はあああああッ！！　うぅっ……、つん
 ぅうぁあ゛あ゛あ゛～～！！」

 じゅりな「んひゃあああ?　クリちゃんくりくりしゅるの我慢できにゃぁい?」

 ぁゅか　「くふぅぅっっ?……アきゃあ゛あ゛あ゛あ゛あ゛あ゛あ゛あ゛あ゛ーーーっっ
 っ???」

 じゅりな「あっ　あっ　あっ　あむ～?　あむ～?　あむ?　」

 ぁゅか　「んッりゃめえッ?　いひッ！　いひひッ！　しゅごいッ　しゅごいんのほぉッ
 ? 」

 じゅりな「んんんっ、ンッっ、んんーーーっ、ンゥウンンゥウンッ！」

 ぁゅか　「くふぉッ！？　あっふ?　いやッ?　あ?　あっあっあっあっあっあっあっ?」

 じゅりな「ふむーーーーーーー?　ふぶむーーーーーーーー?　んゥんゥんん゛～?」

 ぁゅか　「あっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあ
 っ?」

 じゅりな「……ん・ん・ん・ん・ん?　ん゛ぁあああああああああぁぁ?」

 ぁゅか　「あっあっあっあっ?　はっはっは?　…んっ　ん゛ッ～～！！！！！」

 じゅりな「ふしゅーーーーーー?　ふしゅーーーーー?　ふしゅーーーー?」

 ぁゅか　「ん゛む゛～～～ッ！！！！　　ん゛む゛～～～ッ！！！！　ん゛～～～ッ?」

 じゅりな「ぅぇ～??　ぅぇ～?　ぃええええええええ～?　」

 ぁゅか　「んふぅうううっ、ふむぅうっぅ、ぬふっっ、んほほほおおおっっ！」

 じゅりな「あくぅ?　あぁ?　はぅうぅうぅ??　はぁぁぁぁ?」

 ぁゅか　「あっっ、ああッ！　あっあっ、あっッ、ああっ！　あッあッあアァアアアッ！
 ！」

 じゅりな「うあぁぁ?　あぁう?　おぉぉお?」

 ぁゅか　「んこぉッ　お゛ッ　ゥおまんこの中ぁッ……　あァン、あぁッ、ふにゃぁっ！
 ！」

 じゅりな「あぁぁぁああぁぁ?????　はぁぁぁぁ?　イクぅぅぅ???」

 ぁゅか　「おっ?　おっ??　おっ?　おっ??　お゛ッ??　お゛ッ??　　ん??　ぶもぉ～～
 ?」

 じゅりな「むちゅ?　あはぁ?　あむぅ?　うぅんいぃぃん?　おぉぉお?　いいぃ?」

 ぁゅか　「ん〝ほお〝お〝お〝お〝 　あ゛ッ??　あっ゛??　あがッ??　ふがあッ??」

 じゅりな「おぉぉお?　はぁぁぁぁ?　ふぁぁぁ?　イックぅぅぅ～～～～?????」

 ぁゅか　「あッアッアッアッアッ！　んあッ??　あがッ??　あがッ??　おがッ??」

 じゅりな「ぅあぁん????? しゅきィ！　しゅきィ！」

 ぁゅか　「あひーーーー　　あひーーーーーー　　あひーーーーッ～??」



 じゅりな「じゅりなこのチンポと結婚しゅりゅううううう????? 　結婚しゅりゅのお??」

 ぁゅか　「あへあへあへあへあへあへェ??　　んあっへェーーーーーッ??　　…ぱぱぁ
 ?」

 じゅりな「うふぅぅ?　はぁぁぁぁ?　いいのぉ?」

 ぁゅか　「いくぅ?　いくぅ??　イキすぎィ??」

 じゅりな「ぅううううんッはぁぁぁぁぁっぁあぁぁぁぁん?????」

 ぁゅか　「ひびゃッ　ひびゃッ　もぉひひゃああああああッ～??」

 じゅりな「んイックぅ～～～～～～～～～～?????」

 ぁゅか　「んイックぅ～～～～～～～～～～?????」



 04.とりま殺して山に埋めとくわ

 じゅりな「あへぇ??　あへぇ??　あふぇぇ～??」

 ぁゅか　「あへぇ??　あへぇ??　あふぇぇ～??」

 じゅりな「ふい～～～～～??」

 ぁゅか　「はぁ?はぁ?はぁ?はぁ?はぁ～?」

 じゅりな「あ゛～　気持ちよかった♪」

 ぁゅか　「くぅ～?　チンポを発明した奴天才だな」

 じゅりな「はー??　よっこらせっくす??」

 ぁゅか　「くぅ～疲れたぜぃ♪　これにてちんちん ぽー♪」

 じゅりな「ふー。　前戯終了??」

 ぁゅか　「んじゃあ、そろそろ本番いっとくか?」

 じゅりな「おい、便所クン♪　こっち来いや??」

 ぁゅか　「おらあ?　今更逃げんな?　第二ラウンドの準備しとけ♪」

 じゅりな「っぷｗ　おいおいｗ　あの程度で限界か～？」

 ぁゅか　「ざっこｗｗ　だっさｗｗ　よっわｗｗ」

 じゅりな「はー、つっかえ??　男の癖に体力なさすぎだろｗｗ」

 ぁゅか　「ウチらの膣を精液で満タンにするのがオマエの仕事だぞ？」

 じゅりな「おーし、本番行くぞぉ?　おら、チンポ立てろや??」

 ぁゅか　「は？　さっきのは準備運動だけど？」

 じゅりな「ん？　オマエの都合とか聞いてないし。」

 ぁゅか　「はぁー？　打ち止め？　あれで？」

 じゅりな「オイオイオイ。」

 ぁゅか　「死ぬわコイツ。」

 じゅりな「所詮今晩だけの使い捨て便器クンだったかなー?」

 ぁゅか　「まあ顔もブサイクだし温存しててもしゃーないべ?」

 じゅりな「拉致部屋はイケメン以外飼わないルールだしな♪」

 ぁゅか　「それな??　まあブサイクインポなんて、どーせメル〇リでも売れねーし??」

 じゅりな「コラｗ　何逃げようとしてんだｗｗ」

 ぁゅか　「ウチらから逃げられるわけねーだろｗｗ」

 じゅりな「ったく??　1ミリも学習能力の無い奴だったぜ?」

 ぁゅか　「おい??　最後に一発ヤラせろや?　って言いたいとこだけど??」



 じゅりな「くすくす?　オマエ如き、手コキでじゅーぶん??」

 ぁゅか　「おらあ?　冥途の土産にチンポの使い方教えてやっよ♪」

 じゅりな「ふふっ　どうせ死ぬんなら最後に気持ちよくぴゅっぴゅしよーねー??」

 ぁゅか　「こわくなーい??　こわくなーい??」

 じゅりな「ほーらいつまで足ぃ閉じてんだ～?」

 ぁゅか　「よーし、お股パカーしよっか？」

 じゅりな「ほーら??　便所の分際でじらすんじゃねーよ?」

 ぁゅか　「命令されたら蓋をパカパカ開けような。　マンカス便所クン?」

 じゅりな「うふふ??　可愛い駄目チンポだなｗ　ウチ、コイツすき～?」

 ぁゅか　「それな?　チンポだけはそれな??　マジでわかりみ深けーわ??」

 じゅりな「びびらんでいい?　びびらんでいい?　射精後手コキでイかしてやるだけだかっ
 よ??」

 ぁゅか　「喜べ??　オマエのヘタレチンポをウチらのお手手マンコで最後に一発ハメてや
 る?」

 じゅりな「おらあ?　本当は嬉しいんだろー?　うんしょっ??　こうやって押さえつけられ
 ると興奮するんだよな?」

 ぁゅか　「嘘ついても無駄だし??　ほーら、オマエのマゾチンポｗ　反応しちゃったねぇ
 ?」

 じゅりな「マゾって肉便器向けで便利だわー?　泣かせば泣かすほど下のお目目もジョロ
 ジョロ泣くんだからよ?」

 ぁゅか　「うっわ～　コイツきっもーい??　まーた勃起してきたｗｗｗ」

 じゅりな「あれれ～？　もう射精出来ないんじゃなかったっけ？　あれれ～？」

 ぁゅか　「もうヌルヌルだねぇ?　上のお口も下のお口もヨダレ垂らしておねだりしちゃ
 ってるねぇ?」

 じゅりな「欲しいのぉ？　ウチらのお手手マンコで苛め殺されたいのぉ？」

 ぁゅか　「いしししー　絞り殺されたいんだ　精液ぜーんぶ絞り尽くされて、チンポ干か
 らびてイキたいんだ」

 じゅりな「安心しな??　オマエを埋めた場所には墓の代わりにチェ〇オの空き缶置いてや
 んよ?」

 ぁゅか　「びびった顔も可愛いよ?　chu?? chu?? chu??」

 じゅりな「ほーら、チンチンしこしこ～ｗｗｗ」

 ぁゅか　「どう？　　ダブル手コキは気持ちいい？」

 じゅりな「駄目駄目??　諦めな??　ふかふかお手手マンコに負けちゃいな?」

 ぁゅか　「じぶんの立場わかった～ｗｗ？　オマエなんかチンポの先までウチらの思い通
 りだから?」

 じゅりな「ねえねえ?　今どんな気持ちｗ　ノリで拉致られてｗ　片手でボコられてｗ　
 飽きたら山に埋められてｗ」



 ぁゅか　「オマエの人生なんだったんだろーねぇｗｗ」

 じゅりな「意味なーしｗｗ　価値なーしｗｗｗ」

 ぁゅか　「でも感じちゃう??　こうやって滅茶苦茶にされればされるほど、オチンポ感じ
 ちゃ～うｗｗ」

 じゅりな「ほーらお便所くーんｗｗ　殺される前にお精子ぴゅっぴゅちまちょーね～?」

 ぁゅか　「いししし??　最後のお射精ぴゅっぴゅっぴゅーｗｗｗ」

 じゅりな「悔しい？　っぷｗｗ　暇つぶしレイプでイカされんの悔しいｗ？」

 ぁゅか　「ヤルだけヤッて飽きたら山にポイッ??」

 じゅりな「いや～　死体〇棄レイプってまーじ楽しいわｗｗｗ」

 ぁゅか　「使い捨て便所くーん??　無意味人生乙ｗｗ　おーつかれさまでしたぁ??」

 じゅりな「うっわ??　こいつ泣きながらフル勃起してっし??」

 ぁゅか　「何それｗｗ　命乞いｗｗ？　ウチらの機嫌取ってるつもりなんだｗｗ」

 じゅりな「かっわいい～?　そそるわ～ｗ」

 ぁゅか　「ねえ?　チンポあつあつなんだけどｗ　気持ちいい??？」

 じゅりな「もうすぐ出ちゃうね?　ボコられて犯されて飽きたら虫みたいに殺されてｗ」

 ぁゅか　「それが嬉しくって射精しちゃうね?」

 じゅりな「っておいおいｗｗ　泣くかイクかどっちかにしろっつーのｗｗｗ」

 ぁゅか　「っぷｗｗ　コイツ必死に我慢してるしｗｗ」

 じゅりな「え～?　何ｗ？　イったら殺されるからイクの我慢してるのｗ？」

 ぁゅか　「やだ～?　コイツ可愛いッ?　超ウケるｗｗ」

 じゅりな「あのさぁ?　今日ウチら全然本気出してないんですケド??　拳もマンコもテキ
 トーｗｗｗｗ」

 ぁゅか　「っぷｗｗ　当たり前だろｗｗ　オマエみたいなゴミマゾ相手に本気なんて出す
 訳ないじゃんｗｗ」

 じゅりな「オマエ如きを拉致ハメすんのに百分の一の力もいらねーんだよｗｗ」

 ぁゅか　「ラジオ体操の方が汗かくしｗｗ」

 じゅりな「オマエの人生、ウチらのラジオ体操一曲分以下ｗｗｗ」

 ぁゅか　「やっすい命だなー??　意味ねーーーーーーーーー??」

 じゅりな「この後、ウチらオールでカラオケかナイトプール行くじゃん?」

 ぁゅか　「チェキりまくってパリピでレイブでうぇーいじゃん?」

 じゅりな「オマエのことなんてアウトオブノーナイじゃんｗｗｗ」

 ぁゅか　「うっお～?　遊びのテンション入ったぁ?　」

 じゅりな「ガンガンパリピるぜー?　パーコパコ夜遊びんぜー??」



 ぁゅか　「うっほーｗｗ　　次のレイプに備えてウホウホすんぜー??」

 じゅりな「って訳で、オマエもういいわ?」

 ぁゅか　「は？　手コキ？　射精？　知るかブサマゾ??」

 じゅりな「ハイハイ、続きは地獄で勝手にやりなー。」

 ぁゅか　「そんなに射精したけりゃ、山ん中で好きなだけ出せや??」

 じゅりな「んじゃー、手コキしゅーりょー??」

 ぁゅか　「ついでにオマエの人生しゅーりょー??」

 じゅりな「ねえ、ぁゅちー??　今日はどの技で殺す？」

 ぁゅか　「うーん、手コキの後だから首コキでいんじゃね？」

 じゅりな「それな??　コキ繋がりな?　まーじ天才??」

 ぁゅか　「いっしっしーｗ　だべー?」

 じゅりな「よーし、使用済み便所クン。　チンポ引っ込めていいぞ～?」

 ぁゅか　「代わりに首を出せ～??　ちゃんとヘシ折り易い角度で出すんだぞ～?」

 じゅりな「うははははｗｗ　素直じゃんｗｗｗ」

 ぁゅか　「調教の成果出てるじゃんｗｗ　コイツ素直に肉になるタイプの豚じゃんｗｗ」

 じゅりな「オトコなんて軽～くボコって、何発かハメたら簡単に家畜になるからな?」

 ぁゅか　「よーし、用済み便所クン♪　優しい優しいお姉さんが、今らくーにしてやるか
 らな?」

 じゅりな「っぷｗ　コイツフル勃起してるしｗｗｗ」

 ぁゅか　「うっわ～ｗｗ　ザーメンチョロチョロおもらししてんじゃんｗｗｗｗ」

 じゅりな「この分だと絶命ぴゅっぴゅあるね～ｗ」

 ぁゅか　「それなｗｗ　　あれマジウケるよなｗｗｗｗ」

 じゅりな「よーし使用済みチンポ君??　それじゃあ首コキ地獄いくぞー??」

 ぁゅか　「死ぬ時は可愛く『しぬー』って言えよーｗｗｗ」

 じゅりな「はい、首ロック完了♪　処刑と同時にザーメン大噴火も忘れるなよーー?」

 ぁゅか　「なんだーそれ抵抗してるつもりなのかｗ？　馬鹿ｗ　弱すぎてわかんねーよ
 ?」

 じゅりな「はーい処刑かいしー?」

 ぁゅか　「死刑執行するでアリマース??」

 じゅりな「うはは、コイツのチンポマジすげええｗｗｗ」

 ぁゅか　「最後の最後まで薄汚ぇ便所だったなｗｗｗ」

 じゅりな「無駄死ザーメンぴゅっぴゅっぴゅーｗｗｗｗ」



 ぁゅか　「意味なしせーしぴゅっぴゅっぴゅーーーｗｗｗｗ」

 じゅりな「ぴゅー??　ぴゅー??　ぴゅー??」

 ぁゅか　「ぴゅー??　ぴゅー??　ぴゅー??」

 じゅりな「はいーお疲れーｗｗ　　ゴミが一匹生ゴミに転生しましたよっと??」

 ぁゅか　「んじゃあ、いつも通り奴隷クンに埋めさせとっか？」

 じゅりな「んだべ?んだべ?　じゃ、今から街に戻りますか♪」

 ぁゅか　「おｋ－??　ハイ〇ース起動??　てっしゅーてっしゅー??」

 じゅりな「がしゃっ　バタン！」

 ぁゅか　「がしゃっ　バタン！」

 じゅりな「ぶるん　どるんどるん　ぶいいいいいいいいいいいいいいいいいいん」

 ぁゅか　「ぶるん　どるんどるん　ぶいいいいいいいいいいいいいいいいいいん」

 　（完）



 EX.エンドレス3P天獄

 じゅりな「あへェ??　あへェ??　マンコからしぇいえき噴き出しちゃってるよぉ??」

 ぁゅか　「おちんぽしゅごい??　おちんぽしゅごい??」

 じゅりな「あんッ??　おまんこじゅんじゅんしゅりゅぅ??」

 ぁゅか　「おちんぽガチガチ??　見てるだけでアクメしちゃうよぉ?」

 じゅりな「赤ちゃん??　赤ちゃん??　妊娠確実出しアクメもっとしてェ??」

 ぁゅか　「んほっ??　軽く想像着床しちゃったッ??」

 じゅりな「くすくすっ??　まだまだ続くょん??」

 ぁゅか　「うふふ♪　おかわり頂戴??　チンポビンビンさせよっか??」

 じゅりな「あンッ??　オマンコ勝手にびくってしちゃった??」

 ぁゅか　「うふふ♪　おかわり頂戴??　チンポ滅茶苦茶にねじこんで??」

 じゅりな「くすくすくす?　ぁはぁ?　　貝合わせハメハメ～♪　残らずぴゅーぴゅーしよ
 うね?」

 ぁゅか　「ハメハメぴゅっぴゅ?　くすくす♪　口じゃあ嫌々言ってても身体は正直だね
 ?」

 じゅりな「んッ??　ふあ～　クリが擦れるマン汁飛び散る子宮が赤ちゃん産みたがってる
 ぅ??」

 ぁゅか　「あッ??　一本のチンポを貝合わせで圧し潰すのきもちィ??」

 じゅりな「ふうううううん　ノンケとレズの両方が楽しめるよぉ?　チンポもマンコも両
 方しゅきっ??」

 ぁゅか　「あひィ??　じゅりなのマン圧ガンガン伝わってくるぅ??　しぇっくしゅ気持ち
 ィィ??」

 じゅりな「あ・あ・あ・あ・あ・あ・あ・あ・あ・あ・あ・あ・あ・あ・あ！　　あ゛～
 ?」

 ぁゅか　「気持ちいい？　気持ちいい？　ウチのオマンコピストン感じてくれてる？」

 じゅりな「あひゅいェ～??　あ゛てぃゃま゛おかじぐなり゛ゅうぅ～?　　」

 ぁゅか　「ふえェッ　ふえェッ　ぅちもれじゅアクメくりゅぅ??　おほッ！？　クリっぴ
 ゅ??　おほほッ??」

 じゅりな「半分チンポぉッ半分チンポぉッ　クリっぴゅしゅりゅ??　クリぴゅっぴゅしゅ
 りゅぅ??」

 ぁゅか　「あひィ??　あひひィ??　貝合わせしぇっくしゅ最高ッ??　　チンポォ　マンコ
 ォ?」

 じゅりな「んにゃあ??　ふにやああ……ああん……なああおおお…　ふにああおおおん…
 …」

 ぁゅか　「いい……いい……いいい……　いﾞいﾞっ！！いﾞいﾞっ！！」

 じゅりな「ああああああああああ……い……い……　はうあ……あﾞあﾞあﾞっ……」



 ぁゅか　「いやあぁぁぁぁぁぁぁ……　ひぅぅぅぅぅ……はぁはぁはぁ……うっ……」

 じゅりな「き……ぎもぢぃぃ……きﾞもちﾞいいぃぃ…………　はうあ！はうあ！はうるう
 うっ！」

 ぁゅか　「いやあ……あああああぁぁぁぁぁ……あ！　あああっ！　はひゃぁ！　ひあッ
 ！　いぐううっ！」

 じゅりな「はっ､はっ､はっ､はっはっああああ……　ああああああああああっぁぁぁぁぁ
 ぁぁ……」

 ぁゅか　「あっ　あっあっ　あっあっ　あっあっ　あっ　あっあっあっ　あっあっ　あっ
 あっ　あっ」

 じゅりな「はぁっ！ｲﾞｸﾞｯ！ｲﾞｸﾞｯ！ｲﾞｸﾞｯ！　はぁっ！ｲﾞｸﾞｯあああ！はぁっ！ｲﾞｸﾞｯ」

 ぁゅか　「アアッ!!ハァハァ、イキすぎぃ、イクゥ、イクイクゥ・・・ンアッー!!!」

 じゅりな「アッーアアアアアアアアッーヒャアアアアアアアアアアアアッー」

 ぁゅか　「ア゛ア゛ア゛ア゛ア゛ア゛　ひゅわッ！？　ア゛オ゛ア゛ア゛オ゛ア゛」

 じゅりな「ンギィイイイィイアアイゥゥアアアアアア　いきしゅぎいいいいいッ??」

 ぁゅか　「ウッう、アアアアアアアン　ひやッ！　ヒヤッ！　ィひゃーーーー??」

 じゅりな「ァｯｱｯアｯｱｱｱｱｱｱｯアッｧｯ………ｧｯ…ｱ……」

 ぁゅか　「ぅ"ぅ"ん"　アヴァアアアアアヴァヴァアア～」

 じゅりな「アアンイグゥゥゥゥ　んほおおお??」

 ぁゅか　「ンギィイイイィイアアイゥゥアアアアアア」

 じゅりな「ほっ゛?ほっ゛?んほお?　ほっ゛?ほっ゛?んほお?」

 ぁゅか　「んほぉぉぉっ！ おほぉおおぉ！ お゛お゛ぉぉ！」

 じゅりな「んふぅぅぅぅっ???ひぎぃっ！んほぉぉっ！んほぉぉっ！」

 ぁゅか　「ぅ"ぅ"ん"　んふーッ、ふうっー・・・・・・おひッ、んほォ、んふうーッ!」

 じゅりな「あﾞ～ あﾞ～あﾞ～ あﾞ～あﾞ～ あﾞ～あﾞ～ あﾞ～」

 ぁゅか　「オ"ゴッ　～～～ッ　　～～～ッ　　～～～ッ」

 じゅりな「お゛お゛お゛お゛お゛お゛お゛お゛お゛お゛お゛お゛」

 ぁゅか　「あﾞあﾞあﾞあﾞあﾞあﾞあﾞあﾞあﾞあﾞあﾞあﾞあﾞ！！！！」

 じゅりな「お゛??お゛??お゛??　　おほおおオォォォォォォォォォォォォォォォッ??」

 ぁゅか　「あ゛??　あ゛??あ゛??　あへぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ
 ッ??」

 じゅりな「ふひゅう??　ふひゅう??　ふひゅひゅィェ～?」

 ぁゅか　「あひゃひゃ　あひゃひゃ　あひゃひゃ～」

 じゅりな「ふー　ふー　ふー　」

 ぁゅか　「ひゅー　ひゅー　ひゅー」



 じゅりな「あ～　きもちええんじゃぁ?」

 ぁゅか　「しゃいこー　しゃいこー??　しぇっくしゅしゃいこー??」

 じゅりな「しあわしぇっくしゅ??」

 ぁゅか　「ふひゅー　ちんぽっぽ??」

 　  （完）


